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Table 3． BNG診断法の選択順位
   診断法        X 線機閲名 内視鏡 ウロダイナ その他
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その他には超音波診断，神経学的検査，EEG．試験的薬剤投与などがある．
もちろん，正確な問診，排尿の観察はいうまでもない．
の撰択順位をアンケート調査したのがTablc 3であ
る．診断的価値はもちろんであるが，検査実施による
患者への侵襲，手技上の難易も影響し，また医療機器
の金額も無視できない．
IV 治 療
 前述したごとく，本疾患は現時点では1つの症候群
として大ぎっぱに扱われ，治療法も一様におこなわれ
てきた傾向があったが，一部の機関では，urodynamics
診断によって，器質的なものと機能的なものに区別し
て，別途に治療計画を立てるところまでになってい
る．薬物療法としては後者に対してphenoxybenza－
mineが主体で，本剤の適応，副作用が今後明確にさ
れる必要がある．TURの適応，方法についても工夫
が積まれている．
して，さらに正970年代における診断技術の進歩，特に
urodynamicsの登場や，過去における症例の蓄積と
そのretrospectiveな検討は，膀胱頸部硬化症を，大
きく2つの方向に分けてゆくという“いとぐち”をみ
つけたように思われる．今後はさらにこの方向で症例
の詳細な観察が続けられ，本症の診断と治療の体系が
確立されるよう努力せねばならない．そして今は1つ
の症候群として大ぎつばに認識きれている本症が，も
っと明確な形で1つの疾患として残るか，あるいは消
滅してしまうかもやがて判明するものと思われる．
 1970年代の終りに，本シンポジウムを企画された栗田会長
に敬意を表するとともに，各演者，特別発言の諸先生に感謝
している．
V 将来の問題とまとめ
1960年代におけるいくつかのすぐれた業績を基礎と
